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( 3 )春期 (3~ 5月)における放飼試験(試験 1) 
( 4 )夏期 (5~ 7月)における放飼試験(試験 2) 





( 4 )試験 1および2におけるトレイへの落下踊数の推移















































( 2 )壁面接触法による 2種寄生蜂成虫に対する殺虫効果
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Bellow & Perring (西東・尾崎， 1991)，ミカンキイロアザミウマ Frankliniella occidentalis 









のマメハモグリバエLiriomyzatrifoli (Burgess)で、あることが判明した(Sasagawa， 1993 ;西
東， 1992)。その後，マメハモグリバエは.周辺地域に分布を拡大し(小林ら， 1992)，翌年には静
岡県の中・西部地域の施設トマト産地でも，トマトの株が枯死するほどの深刻な被害が発生する






Panella.1986) 0また 1970年代後半には，イギリスand 済的損失が発生している(Newman 
( Bartlett and Powell. 1981).オランダ(Van Frankenhuyzen and Van de Bund. 1979).フ
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Daware et al. Feng and Jer. 1989). 1990-91年にインド(La.kshminarayana et al. 1992; 


















































Lenteren . 1995)。アメリカにおいの寄生蜂製剤が販売されている(Ravensberg. 1992: Van 
ても主に土着の寄生蜂を利用したハモグリバエ類の生物的防除法が研究されている(例えば，
Parrealla et al.， 1989. 1992)。一方，我が国においては，近年，主に施設
栽培における天敵類の生物農薬的利用が精力的に進められ，コナジラミ類に対するオンシツツ
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しては，海外ではトマト(Parrellaet al.，1983; Schuster and Patel， 1985; Minkenberg，1988: 
Zoebisch et al.， 1992)，セルリー(Parrella et al.，1983・Leibee，1984) ，キク(Parrella at al.，1983 
; Parrella，1984; Miller and Isger，1985)などで調べられているものの，他の作物については不明
であり，また我が国で発生している個体群に関す・るこれらの情報はまったくない。
近年，我が国でも本種に対して天敵寄生蜂を用いた生物的防除法の開発が試みられており
(多々 良ら， 1993;小津ら， 1993;西東ら， 1995b， 1996;西東， 1997b)，天敵資材も現場で使用さ
れ始めている。一般に，害虫の増殖能力の低い寄主植物の方が生物的防除は容易であるとさ





































































化率および雌成虫生存率は本研究で寄主作物別に求めた結果を用い，性比は Zehnder and 
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。0 
36 31 26 21 11 
。(2)個体群の増殖能力
emergence after Days 寄主作物別の個体群増殖を示す各パラメータを Table91こ示した。一世代平均期間はトマトが
最も短く20.08日でキクが24.78日と最も長かった。 1世代当たり純繁殖率はインゲンマメとチンゲ




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































目以降は250C一定として Miyaiand Hokyo (1992)のモデルに当てはめて計算した。株当たり幼
100 .，.. 虫密度は計算結果と実測値がよく適合し密度の変動パターンには有意に相聞が認められ(スピ
10 p<0.05) ，両者の聞に有意差は認められなかったのィルコクソン符rs ==0.81 アマン順位相関係数，
26 31 36 41 46 51 56 
p>0.05)。蛸数では，計算値が株当たりの総踊数で、あるのに対して実演'1値は号付l順位和検定.
21 
Days after invasion of an adult 
16 1 6 
株元においたトレイへの落下舗数で、あるため.計算値は実測値より常に高めに計算されたが，





























Pate1，1985; and Schuster Isger，1985; and Miller :8.6-13.60C)の範囲(Leibee，1984; 
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? く受け，寄主植物によっては卵~幼虫期間が1.5倍程度の差がみられたoこれは，卵期間は寄主




植物による違いはないとされている(Zoebisch and Schuster， 1987) 















Zoebisch and Schuster， 1987; Minkenberg" 19188; Zoebisch et al.， 1992)，キクでは279-2956 51 46 
Days after the first release of adults 
41 36 31 26 21 16 11 6 
8個(Parrellaet al.， 1983; Parrella， 1984)，セルリーでは212-406個(Parrellaet al.， 1 983; 
Leibee， 1984)とされており，寄主植物によって産卵数が異なることが報告されている。本研究でDensities of L. trifoli larvae， pupae and empty mines per plant predicted from 
model (solid lines)and those observed 
Fig.6. 
















(1988 )の報告による77-88%に比べるとやや高かったが， Zoebisch et al. ( 1 984)の報告によ
る95.7%あるいは Zoebisch and Schuster (1987)の報告による93.5%とほぼ同じ値で、あった。
本種のふ化率は，寄主値物(Zoebischet al.， 1984; Zoebisch and Schuster， 1987)や温度
( Minkenberg ， 1988)の影響はほとんど受けないとされているので，本研究で得られたふ化率
は我が国の主要な寄主植物において普遍的と思われる。
潜葉虫では，葉の栄養価値や植物化学的な防御反応、に起因する頑強さと化学組成が幼虫期
死亡の重要な要因となること(Faeth，1986・Potter and Kimmerer， 1986; Auerbach and 
Albeパs，1992; Marino et al.， 1993)から，マメハモグリバエについても幼虫期における死亡要因































































Minkenberg (1988)は， 250Cにおけるトマトを寄主とした場合の本種の内的自然増加率をr==0.1 
254と報告しており，本研究で得られた値はこれより明らかに高い。この理由としては，1雌あたり
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2.黄色粘着トラップによる成虫誘殺数の調査












































Seasonal occurrence of L. trifoli adlults captured by yellow sticky traps in 
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captured by yellow sticky traps placed 
horizontally in row east of severely infested greenhouse. The values at the right 
of each bar indicate the percentage of t:he number of adults captured by each 
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誘殺成虫の性比(雌比)は調査日によって変動し垂直方向に設置したトラップで、は9.4%(7月28 Jun. -5 Jul. 
12日)"'31.7%(6月28日)，東方向では13.8%(7月12日)"'29.9% (6月28日)，西方向では9.1%











係数 rs==0.67， Pく0.05)。一方， 7月5日のデータでは高さと性比との聞に有意な相関関係は認。
められなかった(スビアマン順位相関係数 rs==0.68， p>0.05。なお， 6月28日はデータ数が少な











































Fig. 11. Number of adults of L. trifoli captured by yellow sticky traps placed 
horizontally in row west of severely infested greenhouse. The vaJues at the right 
of each bar indicate the percentage of the number of adults captured by each 















































































































































































































































































































































































































野外におけるマメハモグリバエ個体群の性比は1:1(Zehnder and Trumble. 1983)であるの
に対して.黄色トラップに誘殺された成虫の性比は雌比9.1....31.7%とぱらつきはあるものの有
意に雄に傾いており，これは Jones and Parrella (1986)の報告による雌比16.5....17.4%や
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o 。?。 。 ?? ?。 。 ??????。 。 ?
Seasonal occurrence of L. triわIion tomatoes in experimental greenhouse. 
Mean number of adults captured per trap per day， B: Mean number of 
Mean number of pupae per tray per day， 
Fig. 15. 





larvae per plant， C : 

































































































































? ? ? ?
りの成虫誘殺数とその1週間後の株当たり幼虫数との関係を検討した結果，両者の聞には r2== 
0.40 ( p<O.O 1)の有意な正の相関関係が認められた。さらに，調査期間を高温期(9月-10月)と
低温期(11月-1月)に分けてそれぞれの関係をみてみると高温期は r2==0.38( p>0.05)と有
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? ? 「 コ
は幼虫で2.12，空の潜孔では1.36となった。幼虫および空の潜孔ともにα>0，s>1であること
から，いずれも一定の平均値を持つ集団が集中分布していることが示された。
Kuno (1971)によれば，密度調査において一定の目標精度D(標準誤差/平均and Iwao 0=0.1 
密度)で平均密度の推定値を得るために必要な標本数qは.
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20 15 10 5 
。。
Frijters et al. ， 1986)。その結果，海外では成虫誘殺数と幼虫( Schuster and Beck， 1981; 
Mean 
Beck， 1981; and 密度との聞には有意な相関関係は認められないとされており(Schuster 
Frijters et al. ， 1986)，黄色粘着トラップによるモニタリング方法は発生量の定性的な把握手段
としてのみ評価されている(Parrellaand Jones， 1985)。一方，我が国の施設栽培は，施設菌
Fig. 23. Number of necessary tomato plants to be sampled to estimate the mean 
density of L. trifoli with a fixed level of precision in terms of 0 (0: magnitude of 



















































































95) 0 1976年にオランダに侵入したとされるマメハモグリバエ(Van Frankenhuyzen and Van de 
8und， 1979)に対しても，イサエアヒメコバチDiglyphusisaea (Walker)とハモグリコマユパ
チDacnusasibirica Telengaの2種の寄生蜂が1984年以降，主に施設栽培作物を対象に供給
されている(Ravensberg， 1992; Van Lenteren， 1995)。
我が国でも.マメハモグリバエ初発生から2年後の1992年にオランダから輸入したイサエアヒ
メコバチとハモグリコマユバチ両種を用いたトマトで、の放飼試験(多々良ら， 1993;小漂ら， 199 
3)が実施されて以来，これら2種の寄生蜂を同時に用いた放飼試験が試みられてきた(西東ら，
1995;柴尾ら， 1996;市川ら， 1996;井口， 1997)が，イサエアヒメコパチのみを用いた報告は
これまでない。現在，我が国で販売されている天敵は，それら2種の混用資材であるが，高温条
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May April March 
0.0 枚ずつ約1.5mの高さに設置し，これらを1週間間隔で交換して誘殺された成虫数とマメハモグリ















• • ~ 。」?』?
??
試験1，2および3におけるマメハモグリバエの生存幼虫の密度推移を Fig.241こ示した。試験
















Fig. 24. Number of L. trifoli larvae per leaf on tomato plants in trials 1， 2 and 3 
(mean :tSE). Closed circles with solid line indicate data in greenhouse where 
July June 試験2では.第1回目の寄生蜂放飼時における幼虫密度は放飼区，無放飼区とも0であったが，
無放飼区では6月29日に密度が急上昇して15.6頭/葉と高密度になった。一方，放飼区では6月
Diglyphus isaea was released， open circles with dashed line indicate data in 





80 Trial 1 / 60ト
40 
20 。
March April May 
100 r 
己便
I ¥ F Trial2 
+-' 60 R • 
C54O L ¥ I 
• 。一0 ・" ・q -O 
三 May June July 
80 
八 F 
60 I Trial3 
¥j '‘ 40 ， ' ， ' 20 ， ' ， ' 
" 。 ゐ
June July August 
Fig.25. Moパalityof L. trifoli larvae on tomato plants in trials 1， 2 and 3. The symbols 
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Fig. 27. Number of L. trifoli pupae in trays under tomato plants in trials 1 


























































Fig. 26. Number of empty mines per leaf on tomato plants in trials 1， 2 and 3 (mean 














































Fig. 28. Number of adults of L. trifoli and its parasitoid D. isaea caught by yellow 
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(Kamijo，1978: Takada and Kamijo，1979)，静岡県内のマメハモグリバエからも採集されている
が(西東ら， 1996)，試験を行った静岡県農業試験場内ではこれまで、Hemip旬rsenusvaricornis 




















条件の元で多くの試験事例を積み重ねるとともに，Yano (1989ab )や Boot et al. (1992)， 


















除する選択性殺虫剤が必要とされていること(Hassan， 1 989)から IOBC川 PRSのワーキン
グ、グループにより天敵類に対する各種農薬の影響が詳細に調べられている(Franz et al.， 1980 








する報告は少なく(Beitiaet al. 1991. 1992; Helyer et al. 1 992 ;多々良ら.1993).また
IOBC川 PRSのワーキンググループの報告(Franz et al. 1980; Hassan et al. 1983; 1987 
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( Formulation，先AI) a Insecticide and acaricide 
Organophosphate 
Acephate (W， 50) 
Oichlorvos (E， 50) 
Isoxathion (E， 50) 
Malathion (E， 50) 
Methidathion (E， 40) 
Naled (E， 50) 
Pirimiphos-methyl (E， 45) 
Pyrazophos (E， 27.5) 
Synthetic pyrethroid 
Ethofenprox (E， 20) 
Flivalinate (W， 20) 
Nereistoxin analog 
Cartap (S， 50) 
Thiocyclam (W， 50) 
Carbamate 
Ethiofencarb (E， 50) 
Methomyl (W， 45) 
Pirimicarb (W， 48) 
Chloronicotinyl 
Imidacloprid (W， 10) 
Nitenpyram (W， 10) 
Acetam;prid (W， 20) 
Insect growth regulator (IGR) 
Buprofezin (W， 25) 
Chlorfluazuron (E， 5) 
Flufenoxuron (E， 10) 
pyri proxyfen (E， 10) 
Teflubenzuron (E， 5) 
Acaricides 
Bromopropylate (E， 45) 
Dicofol (E， 40) 
Fenbutatin oxide (W， 25) 
Fenpyroximate (F， 5) 
Mi 1 bemect i n (E， 1) 
Propargite (E， 30) 
Pyridaben (F， 20) 
















Emamectin benzoate (E， 1) 
Chlorphenapyr (F， 10) 
Bao77us thun'ngiensis (W， 10) 













Liquid Flowable， L : Water-soluble powder， F a E Emu 1 sifi ab 1 e concentrate， W 
formulation， G: Granule 
b Materials were solute in acetone 
Corrected by method of Abbott (1925). Control mortalities were from 0% to 16.7%. 
-100 -
Wettable powder， S 
100 
Acephate (G， 5) 2 g/ plant 
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100 Fosthiazate (G， 1) 10 g/plant Ethofenprox (E， 20) X 1，000 
匂 80 80 
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L 60 60 。40 40 




Acephate (W. 50) X 1.000 
100 Cartap (S， 50) X 1，000 
~ 。80 80 
ω 60 60 
~ 40 40 
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。 。。7 14 21 28 35 42 49 o 7 14 21 28 35 42 49 
Days a f t e r treatment 
Fig. 29. Residual contact toxicity of some insecticides on tomato leaves in 
greenhouse to adults of leafminer parasitoids， Oiglyphus isaea and Oacnusa 
sibirica. Closed circles with solid line indicate O. isaea， open circles with broken 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































buprofezin . Teflubenzuron . 18)では，有意差は認められなかった。( Table pyridaben 
?
? ?
「? ? ? ? ?
oleateおよび殺菌剤4剤では，いsodium pyriproxyfenおよびflufenoxuronのIGR剤.BT邦!J.
ずれも対照区との有意差は認められなかった。
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。。 35 30 25 20 
Days after planting 
15 10 5 
Effect of Imidacloprid 1 G on attack behavior of D. isaea against L. triわlion tomato. 2 9 per plant applied to planting hole. 
Closed circles with solid line indicate treatment， open circles with broken line indicate control， n.s. means insignificant difference 
(pく0.05)between treatment and control by one-way ANOVA using angular transformation value. 
Fig.30. 
adults Effects of IGR insecticides on progeny of Djg7yphus jsaes Table 23. 
number of hosts killed ) 先parasitismc+SD ( Total Di 1 ut i on b ( Formulation，先AI ) a Insecticide 
d n.s. (165) 6 50.7 + X1，000 (W， Buprofezin 
n.s. ( 189) 10.2 54.4士X2，000 (E， Teflubenzuron 




n.s. (95) 6.3 61.8 + X1，000 10) (E， Pyriproxyfen 
(281 ) 22.1 54.4 + (control) Water 
See Table 18. a 
No. of adults of D. 
trjfo7jj ) x 100 
No significant difference 
transformation value. 
of emerged + no. of adults of D. emerged / (no. 
Materials were solute in water. 
おparasitism: 
dead larvae of L. 
b 
C 7saea 










に対する農薬の影響については，これまでにいくつかの報告がある(Beitiaet al.， 1991， 1992: 

















































ものの(永井， 1993)，オンシツツヤコパチ Encarsia formosaに対する羽化問害(林， 1996; 
Liu and Stansly， 1997)と羽化成虫の羽の奇形(Liu and Stansly， 1997)やカイガラムシの寄















al. 1994; Harrewijn and Kayser， 1997)があり，他の殺虫剤に対して低抗性の発達した害虫
に対しても有効(Fluckiger et al.， 1992)でオンシツツヤコバチ(Senn et al.， 1994;林， 1996; 








津， 1999a )。このことから pymetrozineもIGR剤と悶様に総合防除体系に組み込み可能と思わ
れる。











も必要となろう。一方， bromopropylate， dicofol およびfenbutatinoxideは， fenpyroximate 
など比較的新しい殺ダニ剤に比べると寄生蜂に対する影響は弱く，オンシツツヤコパチ成虫に対
する残効期間も1日と短い(河合， 1988)ことから，マメハモグリパエ寄生蜂に対する残効も短い
ことが推測される。さらに， dicofolとfenbutatino)cideでは，イサエアヒメコパチの卵(Beitia et 
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4 ?↑? ? ?
2 。"-. 
9月6日，9月27日及び11月14日の3回，慣行防除、区では9月6日， 9月27日及び10月24日の3Jan. Dec. Nov. Oct. Sept. Aug. 
回のピークが認められた。しかし誘殺数は.天敵放飼区の方が慣行防除区よりやや多く，特に

























11月上旬まで、誘殺は認められなかった。しかし， 11中旬から徐々に誘殺数が増加し，12月21日Seasonal changes in the density (:t S E) of mines in greenhouses with 
parasitoids release (closed circles) and that in greenhouses only with chemical 
treatments (open circles). Arrows and lined circles with numbers are the same 



















































であり，これら2種の合計では1月30日を除いて寄生蜂総寄生率のほぼ50%以上を示した。まB Shimizu 10 
た，イサエアヒメコバチとハモグリコマユバチの調査全期間の羽化総個体数から算出した雌比は，



























-<> -Dig/yphus isaea 
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Seasonal changes in the numbers (:t S E) of adults of L. trifoli・i(A and B) 
and parasitoids (C) captured by yellow sticky traps in greenhouses. Closed and 
open circles in A and B indicate changes of L. triわ1;adults in greenhouses with 
parasitoids release and only with chemical treatments， respectively. Arrows and 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(.) .._ .._ .._ 
句・-000
~(J)~ 札弘、

































~ ，._ -. 、-
F、、，_、-




























































































































イサエアヒメコパチと同属の D.intermedius (Hendrickson and Barth. 1978)やD.begini 
-130 -
(Heinz and Parrella. 1990ab)では，性比は雄に偏る傾向があることが報告されている。また，
Hendrickson and Barth (1978)によると寄主縞物の種類によっても寄生蜂の性比は変化する
という。また • D. beginiでは，蜂の性比は寄主幼虫の体サイズの影響を受けるとされており

















されている。 Woets and Van der Linden (1985)は，アメリカから導入したヒメコバチ科の
Chrysocharis parksiをトマトJ、ウスに放飼したところ，放飼種が優占種で推移したものの最終
放飼1ヶ月半後には土着種であるイサエアヒメコバチとハモグリコマユパチが寄生蜂の約半分を
占めたことを報告している。また.Van der Linden (1991)は，施設トマトのレタスハモグリバエ











効果的に密度抑制された事例も報告されている(Woets and Van der Linden， 1982)。清水市
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